














研究目的

　遺伝学の進歩により,却って人類は岐路に立たされていることを認識し,人類

遺伝学の知見に基づく,心身障害発生防止策の適用に伴って起るであろう論理

的な諸問題を検討して,そこからなんらかの解決策を得ようとするのが,本研究

の目的である。


